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一町一市一先一難一避一の

想
定
だ
っ
た
の
に
対
し
、
一
問

地
形
を
考
慮
し
た
の
が
特
一
ゆ

徴
だ
。
顧
問
の
青
山
貞

二

酌

東
京
都
市
大
学
名
誉
教
授

一九

(町

)
H環
境
科
学
川
は

一日

「
山
や
谷
、
建
物
が
あ
れ

一判

ば
大
気
は
乱
れ
、
汚
染
の

一喝

広
が
り
方
は
大
き
く
異
な

一砕か

る
」
と
説
明
す
る
。

一順

今
回
の
試
算
は
①
最
も
一
山

多
い
避
難
者
約
5
万
6
千
一
【

人
を
7
5
5力
所
で
受
け

入
れ
る
鹿
児
島
市
ヘ
吹
く

北
西
の
風
②
規
制
委
の
予

放
射
性
物
質
拡
散
考
慮
せ
ず
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九
州
電
力
川
内
原
発
1
、
2
号
機

(
薩
摩
川
内
市
久
見
崎
町
)
の
重
大

事
故
を
想
定
し
、
原
発
か
ら
却
キ
ロ
圏

の
9
市
町
が
策
定
し
た
住
民
避
難
計

画
は
、
放
射
性
物
質
の
広
が
り
方
や

方
向
を
左
右
す
る
風
を
考
慮
し
て
お

ら
ず
、
避
難
先
は
1
力
所
し
か
指
定

し
て
い
な
い
。県
や
当
該
市
町
は
「
事

故
の
状
況
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
」

と
し
て
い
る
が
、
住
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
に
は
程
遠
い
。

(
3、
お
面
に
関
連
記
事
)

住
民
の
不
安
は
避
難
先

や
経
路
が
風
下
に
当
た
る

恐
れ
が
あ
る
の
に
、
複
数

の
避
難
先
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
。
避
難
は

自
治
会
・
地
域
単
位
が
基

本
。
避
難
先
の
自
治
体
は

複
数
で
あ
っ
て
も
、
自
治

r/ 

会
に
割
り
当
て
ら
れ
た
避

難
所
は
1
カ
所
な
の
が
現

状
だ
。民

間
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
環
境
総
合
研
究
所
」
(
東

京
、
鷹
取
敦
社
長
)
は
、

川
内
原
発
で
東
京
電
力
福

島
第
1
原
発
事
故
と
同
程

度
の
汚
染
が
あ
っ
た
場
合

の
風
向
き
に
応
じ
た
拡
散

範
囲
を
予
測
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
が

2
0
1
2年
に
公
表
し
た

拡
散
予
測
は
平
た
ん
地
の

1
時
間
当
た
り
の
空
間

放
射
線
量
(単
位
-U
YH)

量一:::
ロ-;ii 
E二:;
匝二1。

100キロ

30キロ

20九

10キロ

環境総合研究所提供

市 町 名 避 難 先 市 町(30キロ圏外の当該市町内)

薩摩川内市
鹿児島市、垂水市、南さつま市、

霧島市、姶良市、曽於市、湧水町

いちき串木野市
鹿児島市、枕崎市、

指宿市、南九州市

阿久根市
長島町、姶良市、伊佐市、湧水町、

熊本県芦北町、熊本県津奈木町

鹿児島市 (鹿児島市内)

出水市
伊佐市、霧島市、熊本県水俣市、

(出水市内)

日置市 南さつま市、(日置市内)

姶 良 市 (姶良市内)

さつま町 鹿児島市、霧島市、(さつま町内)

長 島 町 (長島町内)

経風がる測
て④困とで

薩
摩
川
内
市

再
稼
働
説
明

薩
摩
川
内
市
の
新
屋
義

文
危
機
管
理
監
は
訂
日
、

九
州
電
力
川
内
原
発
1
、

2
号
機
の
再
稼
働
に
関
す

る
住
民
説
明
会
を
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
新
規
制

基
準
適
合
性
審
査
終
了
か

ら
1
カ
月
後
を
め
ど
に
、

川
内
文
化
ホ
l
ル
で
聞
く

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

示
し
た
。

1
週
間
以
内
に

一
時
移
転
す
べ
き
目
安
と

な
る
空
開
放
射
線
量
毎
時

加
窃
析
の
範
囲
は
、
北
西

の
風
な
ら
鹿
児
島
市
、
北

の
風
な
ら
南
さ
つ
ま
市
沖

ま
で
届
く
と
予
測
。
初
キ
ロ

圏
外
も
避
難
準
備
を
迫
ら

れ
る
結
果
に
な
っ
た
。

両
親
が
薩
摩
川
内
市
出

身
の
研
究
所
顧
問
、
池
田

こ
み
ち
さ
ん
(
倒
)
は
「
高

齢
の
親
戚
も
い
る
が
、
拡

散
イ
メ
ー
ジ
が
頭
に
あ
れ

ば
避
難
の
判
断
に
役
立
つ

の
で
は
」
と
話
す
。

九
州
大
学
応
用
力
学
研

究
所
の
竹
村
俊
彦
准
教
授

(
大
気
環
境
学
)
は
「
気

象
学
的
に
は
、
避
難
の
方

角
は
事
故
直
後
か
ら

2
1

3
日
後
ま
で
の
風
向

・
風

速
の
予
測
で
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
。

「
被
ば
く
量
低
減
と
事
故

時
の
自
治
体
の
判
断
を
考

慮
す
る
と
、
全
く
異
な
る

2
方
向
以
上
の
避
難
先
を

準
備
し
た
方
が
い
い
の
は

明
ら
か
」
占
提
言
す
る
。

関
西
電
力
大
飯
原
発

3
、
4
号
機
の
再
稼
働
差

し
止
め
を
命
じ
た
幻
日
の

福
井
地
裁
判
決
は
、
危
険

が
及
ぶ
範
囲
を
半
径
2
5

0
Jと
し
た
。
福
島
の
事

故
直
後
、
ア
メ
リ
カ
や
韓

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
は
半
径
別
J
圏
内
の
在

日
自
国
民
に
避
難
を
勧
告

し
て
い
る
。

(
雪
松
博
明
)

審
査
終
了
1
ヵ
月
後

説
明
会
は
県
が
再
稼
働

一ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
長
会
議
一
説
明
会
は
、
当
初
計
画

の
判
断
前
に
関
係
自
治
体
一
で
新
屋
氏
が
報
告
し
た
。

一の
薩
摩
川
内
市
と
い
ち
き

と
共
催
す
る
。
九
電
が
目
一
「
新
規
制
基
準
の
内
容
と
一
串
木
野
市
に
加
え
、
阿
久

指
す
今
夏
の
再
稼
働
は
難

一川
内
原
発
が
取
っ
て
き
た

一根
市
、
さ
つ
ま
町
、
日
置

し
い
見
通
し
だ
が
、
審
査
一
対
策
に
つ
い
て
原
子
力
規

一市
で
も
聞
く
。
新
屋
氏
は

終
了
後
に
聞
く
説
明
会
の
一
制
庁
が
説
明
す
る
」
と
述
一
「
薩
摩
川
内
市
以
外
の
会

時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
べ
、
「
市
民
限
定
で
参
加
一
場
に
も
薩
摩
川
内
市
民
が

の
は
初
め
て
。

一者
を
公
募
す
る
。
日
程
が
一
参
加
で
き
る
よ
う
県
に
要

同
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル

一決
ま
り
次
第
、
速
や
か
に

一望
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

で
あ
っ
た
市
錦
地
区
ヨ
三
広
報
す
る
」
と
語
っ
た
。
一
(
梅
下
陽

一
)


